
 

 

 

   

 

 
  

(記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

(注)  平成22年３月期の期末配当予想については、需要環境の先行きが極めて不透明な状況にあることから、現段階

では未定であります。収益見通しが明らかになった時点で改めて検討・公表致します。 

  

(％表示は対前期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 

  

                                                          
(財) 財務会計基準機構会員 
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1. 平成22年３月期第２四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第２四半期 31,676 △61.2 4,953 △42.3 5,082 △41.3 2,943 △43.4

21年３月期第２四半期 81,576 ― 8,587 ― 8,651 ― 5,202 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年３月期第２四半期 71 31 ― ―
21年３月期第２四半期 123 64 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年３月期第２四半期 134,583 118,062 86.7 2,827 17

21年３月期 136,912 116,026 83.8 2,780 03

(参考) 自己資本 22年３月期第２四半期 116,684百万円 21年３月期 114,740百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 ― 16 00 ― 22 00 38 00

22年３月期 ― 10 00

22年３月期(予想) ― ― ―

3. 平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通       期 62,000 △51.0 6,300 △69.6 6,500 △68.8 3,800 △68.5 92 07

－ 1 －



 

 
  [(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他(1)をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情

報に基づくものであり、不確定要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は製品市況や原料価格

等の変動要因により大きく異なる可能性があります。 

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

22年３月期第２四半期 42,279,982株 21年３月期 42,279,982株

22年３月期第２四半期 1,007,460株 21年３月期 1,006,902株

22年３月期第２四半期 41,272,768株 21年３月期第２四半期 42,075,839株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部の産業分野で生産の下げ止まりや輸出の持ち直

しの動きが見られるなど景気の底入れ感はあるものの、世界的金融危機による内外経済の急速な収縮の影

響を受けて、企業収益の減少や設備投資の抑制、個人消費の低迷など極めて厳しい状況が継続致しまし

た。  

 国内鉄鋼需要につきましても、自動車・電機など一部の需要分野で在庫調整が進展するなど回復の兆し

が見られるものの、全般的に厳しい状況が続き、粗鋼生産量は極めて低い水準に留まりました。  

 当社の属する普通鋼電炉業界につきましては、主要な需要先である建築分野の大幅な減少が続き、かつ

てない減産の継続を余儀なくされたことに加え、国際マーケット化した主原料である鉄スクラップ価格の

乱高下が経営環境の不透明感を一層強めています。  

 こうした中、当社グループは、需要に見合った生産・販売に徹することを基本に、需要家の皆様にご理

解を頂きながら鋼材価格の改善を進めるとともに、現場現物主義に立脚したあらゆる無駄排除に取り組む

Go ZERO活動を推進し、全社一丸となってコストダウンに取り組んでまいりましたが、マーケット環境の

急速な悪化などにより、前年同期と比べ減収・減益となりました。  

 当第２四半期連結累計期間の鋼材売上数量は41万５千トン(前年同期実績64万２千トン)、売上高は316

億７千６百万円（前年同期実績815億７千６百万円）、経常利益は50億８千２百万円（前年同期実績86億

５千１百万円）、四半期純利益は29億４千３百万円（前年同期実績52億２百万円）となりました。  

  
  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 (イ) 資産 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ3.5％減少し、796億４千４百万円となりました。これ

は、受取手形及び売掛金が６億７千３百万円減少、原材料及び貯蔵品が３億６千４百万円減少、

預け金が14億５千２百万円減少したことなどによるものであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ1.0％増加し、549億３千９百万円となりました。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ1.7％減少し、1,345億８千３百万円となりまし

た。  

 (ロ) 負債 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ25.4％減少し、123億８千２百万円となりました。これ

は、未払法人税等が46億８千９百万円減少したことなどによるものであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ3.4％減少し、41億３千８百万円となりました。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ20.9％減少し、165億２千万円となりまし

た。  

 (ハ) 純資産 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1.8％増加し、1,180億６千２百万円となりました。こ

れは、主として四半期純利益の確保により、利益剰余金が20億３千５百万円増加したことなどに

よるものであります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報(第２四半期連結累計期間の概況)

2. 連結財政状態に関する定性的情報(第２四半期連結累計期間の概況)
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(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計

年度末に比べ14億７千７百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末は497億１千７百万円とな

りました。 

   (イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー  

営業活動によるキャッシュ・フローは、11億８千２百万円の収入(前第２四半期連結累計期間

58億２千１百万円の支出)となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益50億８

千２百万円、減価償却費17億９千８百万円、売上債権の減少６億７千３百万円であり、支出の主

な内訳は、法人税等の支払額63億７千３百万円であります。 

   (ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資活動によるキャッシュ・フローは、17億４千９百万円の支出(前第２四半期連結累計期間

23億９千５百万円の支出)となりました。これは、主に有形固定資産の取得17億９千万円による

ものであります。  

   (ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー  

財務活動によるキャッシュ・フローは、９億１千万円の支出(前第２四半期連結累計期間６億

８千４百万円の支出)となりました。これは、主に配当金の支払いによるものであります。  

  

今後のわが国経済の見通しといたしましては、海外市場の持ち直しや景気対策の波及効果を背景に景気

は緩やかに回復することが期待されます。しかしながら、設備投資の減少や所得・雇用環境の不安に加

え、世界経済が下振れするリスクもなお懸念される等、先行きの不透明感が払拭できない状況にありま

す。  

 また、当社におきましても、国内建築分野の更なる需要低迷やスクラップ価格の変動など不安定な要因

が多く、引き続き厳しい経営環境となることが予想されます。  

 この厳しい経営環境下で、当社グループにおきましては、需要に見合った生産・販売に徹するととも

に、あらゆる無駄排除に取り組むGo ZERO活動を一層強化・推進し、徹底したコスト削減に取り組んでま

いります。また、今年６月に新設しました国際企画部を中心とした海外戦略の強化や高級商品化に取り組

み、持続的成長への基盤強化を図ってまいります。  

 こうした中、平成22年３月期通期連結業績につきましては、売上高620億円、経常利益65億円、当期純

利益38億円と前年と比べ減収・減益となる見込みであります。  

  

（剰余金の配当）   

 配当につきましては、業績に応じて行うこととしており、第２四半期末（中間期末）の１株あたりの配

当は10円とさせていただきます。なお、期末配当予想につきましては、需要環境の先行きが極めて不透明

な状況にあることから、収益見通しが明らかになった時点で改めて検討・公表致します。  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報(平成22年３月期通期)
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「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年

８月７日 内閣府令 第50号)が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間末における「半

製品」を「製品」に含めて掲記し、「原材料」「貯蔵品」を「原材料及び貯蔵品」として掲記して

おります。   

 なお、当第２四半期連結会計期間末の「製品」に含まれる「半製品」は９億９千７百万円であり

ます。 

  

当社は、平成21年４月１日付で従来の適格退職年金制度から規約型確定給付企業年金制度へ移行

しております。 

 当該移行による損益に与える影響はありません。 

  

4. その他

(1) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(2) 追加情報
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 299 324

受取手形及び売掛金 20,884 21,558

製品 3,383 3,495

仕掛品 220 101

原材料及び貯蔵品 4,358 4,723

繰延税金資産 900 1,233

預け金 49,417 50,870

その他 182 193

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 79,644 82,496

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,992 18,492

減価償却累計額 △11,796 △11,565

建物及び構築物（純額） 7,195 6,926

機械装置及び運搬具 53,455 51,301

減価償却累計額 △40,024 △38,862

機械装置及び運搬具（純額） 13,431 12,438

工具、器具及び備品 5,205 5,128

減価償却累計額 △4,182 △4,075

工具、器具及び備品（純額） 1,023 1,053

土地 30,267 30,267

建設仮勘定 946 1,406

有形固定資産合計 52,864 52,092

無形固定資産   

ソフトウエア 46 73

その他 16 16

無形固定資産合計 62 89

投資その他の資産   

投資有価証券 1,273 1,427

長期貸付金 4 3

繰延税金資産 374 372

その他 398 468

貸倒引当金 △38 △38

投資その他の資産合計 2,012 2,234

固定資産合計 54,939 54,416

資産合計 134,583 136,912
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,138 6,254

未払法人税等 1,675 6,364

修繕引当金 945 935

その他 3,623 3,048

流動負債合計 12,382 16,603

固定負債   

繰延税金負債 2,213 2,296

退職給付引当金 1,725 1,724

役員退職慰労引当金 116 135

負ののれん － 27

その他 83 99

固定負債合計 4,138 4,283

負債合計 16,520 20,886

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,769 8,769

資本剰余金 10,648 10,648

利益剰余金 97,943 95,908

自己株式 △1,072 △1,071

株主資本合計 116,289 114,255

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 395 485

評価・換算差額等合計 395 485

少数株主持分 1,378 1,286

純資産合計 118,062 116,026

負債純資産合計 134,583 136,912
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 81,576 31,676

売上原価 69,957 24,498

売上総利益 11,619 7,178

販売費及び一般管理費   

運搬費 1,979 1,188

給料及び賞与 316 304

退職給付引当金繰入額 24 22

役員退職慰労引当金繰入額 31 19

減価償却費 40 28

その他 639 660

販売費及び一般管理費合計 3,032 2,224

営業利益 8,587 4,953

営業外収益   

受取利息 61 89

受取配当金 17 11

負ののれん償却額 50 27

固定資産賃貸料 73 73

その他 74 57

営業外収益合計 276 259

営業外費用   

出向者給料等負担金 67 44

固定資産除却損 80 44

その他 63 41

営業外費用合計 212 131

経常利益 8,651 5,082

税金等調整前四半期純利益 8,651 5,082

法人税、住民税及び事業税 3,637 1,735

法人税等調整額 △172 309

法人税等合計 3,465 2,045

少数株主利益 △15 93

四半期純利益 5,202 2,943
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位:百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 8,651 5,082

減価償却費 1,883 1,798

負ののれん償却額 △50 △27

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △64 △19

修繕引当金の増減額（△は減少） △56 9

受取利息及び受取配当金 △78 △101

有形固定資産除却損 80 44

有形固定資産売却損益（△は益） △22 △0

売上債権の増減額（△は増加） △9,718 673

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,784 356

仕入債務の増減額（△は減少） △1,560 273

その他 357 △636

小計 △3,390 7,455

利息及び配当金の受取額 78 101

法人税等の支払額 △2,509 △6,373

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,821 1,182

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 11 1

有形固定資産の取得による支出 △2,410 △1,790

その他の収入 3 41

その他の支出 △0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,395 △1,749

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △2 △0

配当金の支払額 △673 △908

少数株主への配当金の支払額 △8 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △684 △910

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,901 △1,477

現金及び現金同等物の期首残高 27,079 51,194

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,178 49,717
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 当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

   該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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